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こ の ノ ー ト は 、 胡 適 が 、 一 九 一 七 年 一 月 、 雑 誌 r新 青 年 j (一 九 一 六 年 九  
月 に r青 年 雑 誌 j か ら r新 青 年 』 に改題） に 発 表 し た 「文 学 改 良 芻 譲 」 にど 
の よ う に 到 達 し た か を 考 察 し た も の で あ る 。 便 宜 、 アメリカで過ごした一九 
一 〇 年 か ら 一 九 一 七 年 ま で の 七 年 間 に お け る 胡 適 の 思 想 の 展 開 を 4 つのテー 
マ に 分 け て 考 え て い き た い 。
こ の 七 年 間 の ア メ リ カ 留 学 時 代 を 窺 う う え で 、最 も 重 要 な 文 献 は 、 r胡適 
留 学 日 記 』 （以 下 『日記』 と略す）で ある0 こ れ に よ る と 、 アメリカ留学時代 
の 胡 適 の 文 学 観 の 成 熟 過 程 は 、三 期 に 分 け る こ と が で き る 。
第 一 期 は 、 ア メ リ カ に 到 着 し て か ら 、 一 九 一 五 年 八 月 十 八 日 に 書 い た 「論 
文 学 」 まで。 第 二 期 は 、 一 九 一 五 年 八 月 二 十 六 日 に 書 い た 「如何可使吾国文 
言 易 于 教 授 」 か ら 、一 九 一 五 年 九 月 二 十 一 日 に 書 い た 「依 韻 和 叔 永 戯 贈 詩 」 
ま で 。 第 三 期 は 、一 九 一 六 年 に 梅 光 迪 (字 は 覲 荘 ）が 胡 適 に 送 っ た 「梅覲荘致 
胡 適 書 」 か ら 、一 九 一 六 年 十 月 一 日 に 発 表 さ れ た r新 青 年 』 通信までの間で 
ある。
第 一 期 は 、 主 と し て 胡 適 が 独 自 に 、 「韻 」 、 「詩 」 、 「文 学 」 などについ 
て 考 え て い た 時 期 で あ る 。
第 二 期 は 、 そ れ ま で 胡 適 が 考 え て い た こ と が 「如 何 可 使 吾 国 文 言 易 于 教  
授 」 で 一 度 整 理 さ れ 、 そ の 後 、 友 人 た ち と の 討 論 を 経 て 、 新しい段階へとつ 
な が る 扉 を み つ け る 時 期 で あ る 。 こ の 時 期 に 初 め て 「活 文 字 」 「死 文 字 」 や
「詩 界 革 命 」 な ど の 考 え 方 が 現 れ て く る 。
最 後 の 第 三 期 は 、 胡 適 と 友 人 の 梅 光 迪 、 任 鴻 隽 （字 は 叔 永 ）と の 間 で 、 「詩
の 文 字 」 「文 の 文 字 」 、 「文 学 革 命 」 な ど の テ ー マ を 激 し く 論 じ あ っ た 時 期  
で ある。 こ の 時 期 の 胡 適 の 論 争 相 手 の 梅 光 辿 は 、 胡 適 が い う よ う に 、友人た 
ち の 中 で 最 も 保 守 的 な 人 物 で あ っ た 。 そ れ 故 、 胡 適 の 提 唱 す る 「文 学 革 命 」
に 真 正 面 か ら 反 対 し 、 胡 適 は 梅 光 迪 の 保 守 的 な 意 見 を 打 ち 崩 そ う と し て 、 ま 
す ま す 過 激 に な つ て い く の で あ る 。 そ し て 、 これらの要因が最終的に一つに 
結 集 し た も の が 、 「文 学 改 良 芻 譲 」 であった。
以 下 、 こ れ ら の 重 要 な テ ー マ の う ち 、 《1 . 「死 文 字 」 と 「活 文 字 」 》 、 
《2 . 「詩 界 革 命 」 》 、 《3 . 「文 の 文 字 」 と 「詩 の 文 字 」 》 、 《4 . 「文学革 
命 」 》 の 4 つ の テ ー マ に し ぼ り 、 胡 適 の 中 国 文 学 に 対 す る 考 え 方 の 変 遷 と 成
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熟 過 程 を み て い き た い が 、 そ の こ と を 述 べ る 前 に 、 第一期における胡適の思 
想 に す こ し 触 れ て お き た い 。
胡 適 は 留 学 当 初 、 も と も と コ ー ネ ル 大 学 で 農 学 を 専 攻 し て い た 。 そのころ 
r 日記』 には、 文 学 に 関 す る 記 述 は ほ と ん ど 見 る こ と が で き な い 。 しかし、
専 攻 を 文 学 に か え て 以 後 、文 学 に 関 す る 記 述 が 見 ら れ る よ う に な る 。
そ の 記 述 の 内 容 は 大 き く 分 け て 3 つ ある。 1 つ 目 は 「韻 」 に 関 す る 記 述 、
2 つ 目 は 「詩 」 に関する記述、 3 つ 目 は 「文 学 」 に 関 す る 記 述 で あ る 。
1 つ 目 の 「韻 」 に関しては、 中 国 と 西 洋 の 韻 を 比 べ 、 そ の 共 通 す る 「韻 」
の 踏 み 方 を 論 じ て い る 。
2 つ 目 の 「詩 」 に関しては、 「詩 」 を 作 る う え で 、 「真 」 「達 意 」 が重要 
で あ る と し て い る 。 こ の 「真 」 に つ い て の は っ き り と し た 定 義 は 見 ら れ な い  
が 、 「達 意 」 に は 「此 詩 全 篇 作 極 自 然 之 語 、 自 謂 頗 能 達 意 」 （自然な言葉 
で、 意 味 が よ く 相 手 に 伝 わ る も の ）としている。
3 つ 目 の 「文 学 」 に関し て は 、 「文 学 」 を 二 種 類 に 分 け て 論 じ て い る 。 一 
種 目 は 「理 想 の 文 学 」 、二 種 目 は 「実 際 の 文 学 」 である。 胡 適 に よ れ ば 「理 
想 の 文 学 」 とは、 心 に 思 っ た こ と を 文 や 詩 に す る も の で 、 「実 際 の 文 学 」 と 
は、 何 か の 事 実 、 現 象 に 基 づ き 、そ れ を 文 や 詩 に す る も の で あ る 。 そしてそ 
の 「実 際 の 文 学 」 に お け る 詩 を 掘 り 下 げ 、 「写 生 之 詩 」 というものに着目し 
ている。 こ の 「写 生 之 詩 」 の 特 徴 と し て 二 つ 挙 げ て い る 。 一 つ 目 は 、 「一曰 
眞 率 、 謂 不 事 雕 琢 粉 飾 也 、 不 假 作 者 心 境 所 想 像 為 之 渲 染 也 」 （ありのまま 
で 、 文 章 を 飾 り つ け ず 、作 者 の 想 像 を 誇 張 し な い こ と ）、 二 つ 目 は 、 「二曰 
詳 盡 、 謂 不 遺 細 碎 ( d e t a i l s ) 也」（詳 細 を 尽 く し 、 細かなところを疎かにしない 
こと）である。
『日記』 で は 「理 想 の 文 学 」 に 触 れ ら れ て い る 部 分 は ほ と ん ど な く 、 その 
大 部 分 が 「実 際 の 文 学 」 で あ る こ と は 、 胡 適 の 関 心 が 「実 際 の 文 学 」 に向い 
て い る こ と を 示 唆 し て い る 。
以 上 、 大 ま か に 第 一 期 の 胡 適 の 文 学 観 を み て き た 〇 この段階では胡適は独 
自 に 「韻 」 「詩 」 「文 学 」 に つ い て 模 索 し て い っ た 。 そ し て こ の 後 、様々な 
出 来 事 、 人 物 を 通 じ て 自 ら の テ ー マ を よ り 明 確 に し 、 内容を煮詰めていくこ 
と になるのである。
1 . 「死文字」 と 「活 文 字 」
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a .  「如 何 可 使 吾 国 文 言 易 子 教 授 」（一 九 一 五 年 八 月 二 十 七 日 ）
これは、 国 語 を テ ー マ に 書 か れ た 論 ネ で あ る 。 胡 適 自 身 が い う に は 、 「文
学 革 命 」 を 考 え は じ め た 最 初 の も の で あ り 、 そ の 直 接 の 動 機 は 、 「逼上梁山 
— 文 学 革 命 的 開 始 」（以 下 「逼 上 梁 山 J と略す）に よ れ ば 、 鍾 文 聱 な る 奇 妙 な  
人 物 の ビ ラ に 反 発 し た 胡 適 が 、 「私 た ち の よ う な 資 格 の あ る 人 間 が 、知 力 、 
才 能 を 使 っ て 、 こ の 問 題 を 研 究 し な け れ ば い け な い 」 と決意した後に書きあ 
げ た も の で あ る 。 こ の 論 文 で 胡 適 は 、四つの大きな項目 に 分 け て 国 語 を 論 じ  
て いる 0
一 、 （〜 略〜）今 之 文 言 、 終 不 可 廃 置 、 以 其 為 僅 有 之 各 省 交 通 之 媒 介 物 也 、 
以 其 為 僅 有 之 教 育 授 受 之 具 也 。
二 、 漢 文 問 題 之 中 心 、 在 於 「漢 文 究 可 為 傳 授 教 育 之 利 器 否 」一 問 題 。
三 、 漢 文 所 以 不 易 普 及 者 、 其 故 不 在 漢 文 、而 在 教 之 之 術 之 不 完 。 （〜略〜）
四、 旧法之弊、蓋 有 四 端 。
1 、 漢 文 乃 半 死 之 文 字 、不 當 以 教 活 文 字 之 法 教 之 。（〜 略〜）
2 、 （〜略 〜 )其 結 果 遂 令 吾 国 文 字 既 不 能 傳 聲 、又 不 能 達 意 。 （〜略〜）
3 、 吾 国 文 本 有 文 法 、 而 古 来 從 未 以 文 法 教 授 国 文 。（〜 略〜）
4 、 吾 国 向 不 用 文 字 符 號 、至 文 字 不 易 普 及 。（〜略〜） （『日記』） 
一 つ 目 に 「文 言 は 廃 止 す べ き で な く 、 そ れ を 各 省 間 の 意 志 疎 通 の 媒 介 物 、 
教 育 を 授 受 す る 道 具 と す る 」 ということ。
二 つ 目 に 「漢 文 問 題 の 中 心 は 、漢 文 は 教 育 を 教 え 伝 え る 武 器 に な り う る か  
どうか」 ということ0
三 つ 目 に 「漢 文 が 普 及 し に く い の は 、漢 文 に 問 題 が あ る の で は な く 、 教え 
方 に 問 題 が あ る 」 ということ。
四 つ 目 に 、古 い や り 方 の 弊 害 と し て 4 つある。
1 .  漢 文 は 、 「半 死 の 文 字 」 であり、 「活 文 字 」 を教える方法で教える 
べきで は な い 。 く括弧は筆者〉
2 .  そ の 結 果 遂 に 吾 が 国 の 文 字 を し て 音 を 伝 え な く し 、 達意をできなく 
したのだ。
3 .  吾 が 国 文 に は も と も と 文 法 が あ っ た の に 、古 よ り 文 法 を 以 っ て 国 文  
を教えたこ と が な い 。
4 .  吾 が 国 で は 標 点 符 合 を 用 い な か っ た の で 、文字が普及しにくくなっ 
た。.
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この論 文 で 、 こ の 当 時 の 胡 適 の 文 字 に 対 す る 考 え 方 を 明 示 し て い る 箇 所 が  
ある。 そ れ は 、 四 つ 目 の “ 1 ” で、 「活 文 字 」 、 「死 文 字 」 、 「半 死 文 字 」 
を そ れ ぞ れ 定 義 づ け し て い る と こ ろ で あ る 。
活 文 字 者 、 日 用 語 言 之 文 字 、 如 英 法 文 是 也 、 如 吾 国 之 白 話 是 也 。 死文字
者 、 如 希 臘 、拉 丁 、非 日 用 之 語 言 、 已 陳 死 矣 。 半 死 文 字 者 、 以其中尚有日
用 之 分 子 在 也 。 如 犬 字 是 已 死 之 字 、 狗 字 是 活 字 ：乘 馬 是 死 語 、 騎馬是活
語 。 故 曰 半 死 文 字 也 。 （r 日記j )
活 文 字 と は 、 日 用 言 語 の 文 字 で あ り 、 例 え ば イ ギ リ ス 、 フランスの文がそ
れ で あ り 、 我 が 国 の 白 話 が そ れ で あ る 。 死 文 字 と は 、 ギ リ シ ャ 、 ラテンの
よ う な 非 日 用 の 言 語 で あ り 、 す で に 死 ん で し ま っ た も の で あ る 。 半死文字
と は そ の 中 に な お 日 用 の 分 子 が あ る も の で あ る 0 例 え ば 犬 と い う 字 は 、す
で に 死 ん だ 文 字 で あ り 、 狗 と い う 字 は 活 き た 字 で あ る 。 乘馬は死んだ語で
あり、騎 馬 は 活 き た 語 で あ る 。 こ れ 故 に 半 死 文 字 と い う の で あ る 。
つ ま り 、 中 国文（漢文）は、 「活 文 字 」 と 「死 文 字 」 の 2 つが交じり合って 
い る 「半 死 文 字 」 で あ る と 結 論 づ け て い て 、 さ ら に 「逼 上 梁 山 」 には、 「こ 
の 時 、 私 は す で に 白 話 が 活 文 字 で あ り 、 古 文 が 半 死 の 文 字 で あ る こ と を 承 認  
していた」 とある。
しかし、 こ の 「生」 、 「死」 の 区 別 は 、 日 常 •非 日 常 と の ち が い で あ る と  
す る の み で 、何 を も っ て 日 常 •非 日 常 と す る か は 、 は っ き り と わ か ら ず 、 さ 
らに、活 文 字 の 中 国 の 白 話 と は 、 そ の 当 時 の 口 語 な の か 、 或は明清などの白 
話 小 説 な の か 、 は た ま た 、 そ の 口 語 を そ の ま ま 文 字 に し た も の が 「活 文 字 」 
に な る の か 、 な ど と い う 様 々 な 問 題 は 曖 昧 な ま ま で あ る 。 ま し て 「逼上梁 
山」 で い う よ う に 、 「白 話 が 活 文 字 、古 文 は 半 死 の 文 字 で あ る 」 というよう 
な 明 確 な 考 え に は ま だ 到 達 し て い る と は 考 え ら れ な い 。
胡 適 は 、 こ こ で 「死 文 字 」 を 廃 止 し て 、す べ て 「活 文 字 」 だけにするとい 
う 後 に 見 ら れ る 方 向 に は 行 か ず に 、 「死 文 字 」 を 「活 文 字 」 で訳すという方 
向 に 行 っ て い る 。 こ こ で の 「活 文 字 」 、 「死 文 字 」 の そ れ ぞ れ の 意 味 合 い  
は、 「分 か り や す い 文 字 」 、 「分 か り に く い 文 字 」 というほどのそれとして 
理 解 す る 方 が 、 よ り 適 切 で あ る か と 思 わ れ る 。 そ れ 故 、後の胡適にみられる 
よ う な 批 判 的 な 、 攻 撃 的 な 態 度 は み ら れ ず 、 古いものを現代に適応させよう 
と す る 改 良 的 な 態 度 が 色 濃 く み ら れ る 。
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2 .  「詩 界 革 命 」
a . 「送 梅 覲 荘 往 哈 佛 大 学 詩 」（一九一五 年 九 月 十 七 日 ）
この詩は、 胡 適 が 、 ハ ー バ ー ド 大 学 に 転 校 す る 梅 光 辿 に 送 っ た 詩 で 、 かな
り長いものである。 そ し て 、 こ の 詩 の あ る 表 現 を き っ か け に 、 これから約一 
年 あ ま り の 讓 論 が 始 ま る の で あ る 。 以 下 に 胡 適 が 「大 胆 な 宣 言 」（「逼上梁 
山 」）といっている詩の一部をあげると、
梅 生 梅 生 母 自 鄙 。 神 州 文 学 久 枯 餒 、百 年 未 有 健 者 起 。 新 潮 之 来 不 可 止 、 文 
学革 命 其 時 矣 。 （r 日記』）
梅 生 、梅 生 、 自 ら 鄙 し む な か れ /神 州 文 学 、久 し く 枯 餒 し 、 百年未だ健や 
か な る も の 起 つ こ と 有 ら ず /新 潮 の 来 る は 止 む べ か ら ず /文 学 革 命 は 其 の  
時なり。
ここで、 初 め て 「文 学 革 命 」 と い う 新 し い 単 語 が み ら れ る が 、 はたして何 
を ど う す る こ と が 「文 学 革 命 」 なのかは、 な お は っ き り と し な い 。
しかし、 こ の 直 後 の 「依 韻 和 叔 永 戯 贈 詩 」 に、 次 の よ う に 「文 学 革 命 」 と 
密 接 に 関 係 す る 「詩 国 革 命 」 という単語が現れてくる。
b  . 「依 韻 和 叔 永 戯 贈 詩 」（一 九 一 五 年 九 月 二 十 一 日 ）
こ の 戯 贈 詩 は 、 「送 梅 覲 荘 往 哈 佛 大 学 詩 」 を 読 ん だ 胡 適 の 友 人 •任 鴻 隽
が 、 胡 適 に 「任 生 用 胡 生 送 梅 生 往 哈 佛 大 学 句 送 胡 生 往 科 崙 比 亞 大 学 」 を送 
り、 そ れ に 対 す る 胡 適 の 答 え が こ の 詩 で あ る 。
胡 適 は 、任 鴻 隽 が 「文 学 革 命 」 を 誤 解 し て い る と 考 え 、 よ り 具 体 的 に 「文 
学 革 命 」 の 方 法 を 示 し た 。
詩 国 革 命 何 自 始 ？要 須 作 詩 如 作 文 。
琢鏤 粉 飾 喪 元 気 、貌 似 未 必 詩 之 純 。
小人 行 文 頗 大 胆 、 諸 公 — 皆 人 英 。
願 共 僇 力 莫 相 笑 、我 輩 不 作 腐 儒 生 。 （『日記J )
詩 国 革 命 何 よ り 始 め ん ？/ す べ か ら く 詩 を 作 る こ と 文 を 作 る が 如 く す べ し  
Z 琢 鏤 粉 飾 は 元 気 を 喪 わ せ /貌 は 似 る も 未 だ 必 ず し も 詩 の 純 な る こ と あ ら  
ず /小 人 文 を 行 う こ と 頗 だ 大 胆 な る も /諸 公 は 一 一 、 皆 人 英 な り /願 わ く  
は 共 に 力 を 僇 せ 相 笑 う こ と 莫 く ん ば /我 輩 は 腐 儒 生 と 作 ら ざ ら ん 。
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こ の 詩 か ら は 、 そ れ ま で 胡 適 が 漠 然 と 考 え て い た 「詩 国 革 命 」 の 考 え が 、 
友 人 達 と の 詩 の や り と り を 経 て 、 より明確に 形 を な し か け て い る 事 が 読 み と  
れる。
ま ず 最 初 に 、 「詩 国 革 命 は 何 か ら 始 め る の か ？」 とある0 こ こ で な ぜ 「文 
学 革 命 」 が 、 「詩 国 革 命 」 に 突 然 お き 変 わ っ た の か は 、 よ く わ か ら な い が 、 
恐 ら く 梁 啓 超 や 後 に 胡 適 が 文 学 革 命 の 先 駆 け と し て 評 価 し た 黄 遵 憲 の 影 響 が  
考 え ら れ る （このことは、後 に も う 一度ふれる）。
次 に 「す べ か ら く 詩 を 作 る こ と 文 を 作 る が 如 く す べ し 」 いう主張の出所と 
意 味 は 、 「逼 上 梁 山 」 で 以 下 の よ う に 説 明 し て い る 。
末 代 の 大 詩 人 の 絶 大 な 貢 献 は 、 た だ 六 朝 以 来 の 調 子 と 格 律 の 束 縛 を 打 破
し、 努 力 し 、 説 話 に 近 い 詩 体 を 作 り 出 し た こ と に あ る 。 私のこの時の主張
は 、宋 詩 を 読 ん だ 影 響 を も ろ に 受 け て い た 。 だ か ら 、 「すべからく詩を作
ること 文 を 作 る が 如 く す べ し 」 と 言 ったのだ 0
しかし、一 九 一 五 年 九 月 の 段 階 で 、詩 と い う も の は 話 こ と ば に 近 づ い た 形  
が 優 れ て い る と い っ た 様 な 考 え が 果 た し て あ っ た の か 。 また、 あったとして 
も、 こ れ ほ ど 明 確 な 形 で 胡 適 の 中 に 存 在 し て い た の か 、 疑 問 は 残 る 。 むし 
ろ、 第 一 期 で 胡 適 が 注 目 し て い た 「写 生 之 詩 」 の よ う な 、 実 際 に 則 し た 、写 
実 的 な 簡 潔 な 表 現 と い う ほ ど の 意 味 合 い が 、 色 濃 か っ た の で は な い だ ろ う  
か。 そ れ 故 、 「装 飾 過 剰 の 文 章 は 、 生 命 力 を 失 っ て し ま い 、 詩の純粋さは失 
わ れ て し ま っ た 」 と続く。
この詩 で は 、 「詩 国 革 命 」 の や り 方 が 「す べ か らく詩を作ること文を作る 
が 如 く す べ し 」 と 少 し 具 体 的 に な っ た が 、 よ り 「詩 界 革 命 」 と 「文 学 革 命 」 
が 具 体 的 に 現 れ て く る の が 、 次 の 「胡 適 到 任 叔 永 書 」 である。
c .  「胡 適 到 任 叔 永 書 」（一 九 一 六 年 二 月 二 日 ）
これは、胡 適 が 任 鴻 隽 に あ て た 手 紙 で あ り 、 そ の 内 容 は 、 「詩 界 革 命 」 、
「文 学 革 命 」 の や り 方 を 主 張 す る も の で あ る 。 以下にその内容 の 一 部 を あ げ  
ると、
詩 界 革 命 與 文 界 苹 命 正 復 相 同 、 皆 當 從 三 事 入 手 。 第 一 、 須 言 之 有 物 。 第
二 、 須 講 求 文 法 （大 家 之 詩 、 無 論 古 詩 、 律 詩 皆 有 文 法 可 言 ）。 第 三 、 當用
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••文之文字” 時 、不 可 故 意 避 之 。 （『日記』）
詩 界 革 命 は 文 学 革 命 と ま っ た く 同 じ で あ り 、双 方 三 つ の こ と か ら 始 め る ベ  
き で あ る 。 第 一 は 、須 ら く 言 の 物 有 る べ し 。 第 二 は 、 須らく文法を講求す 
べ し く 大 家 の 詩 は 古 詩 で あ れ 、 律 詩 で あ れ 、皆 文 法 が あ る と い う こ と が で  
き る 〉 。 第 三 に は 、 文 の 文 字 を 用 う る べ き 時 は 、 故 意 に 之 を 避 く ベ か ら  
ず 。
という主張である〇 これは、 こ れ ま で の 友 人 達 と の 討 論 や 、 梁 啓 超 の 「詩 
界 革 命 」 の 問 題 提 起 を 、 胡 適 な り に 咀 嚼 し 、 そ の 方 法 論 を 導 き 出 し た も の で  
ある。 で は 、 そ れ を 検 討 す る 前 に 、 梁 啓 超 の 「詩 界 革 命 」 とは、 どのような 
内 容 で あ っ た の か を 参 考 ま で に す こ し み て お き た い 。
梁 啓 超 は 様 々 な 物 事 に つ い て 、 新 文 学 運 動 の 先 駆 け 的 存 在 に な っ て い る  
が 、 「詩 界 革 命 J に も 言 及 し て い る 。 例 え ば 、梁 啓 超 が ハ ワ イ に 向 か う 船 中  
で 書 い た r夏威夷遊記』一八九 九 年 十 二 月 二 十 五 日 の 項 に こ う あ る 。
欲 為 詩 界 之 哥 侖 布 瑪 賽 郎 、 不 可 不 備 三 長 。 第 一 要 新 意 境 、 第 二 要 新 語 句 、
而 又 須 以 古 人 之 風 格 入 之 、 然 後 成 其 為 詩 。
詩 界 の コ ロ ン ブ ス 、 マ ゼ ラ ン に な ろ う と 思 う の な ら 、 三つの優れたところ
が な け れ ば な ら な い 。 第 一 は 新 意 境 で あ り 、第 二 は 新 語 句 で あ り 、 しかも
これ ら に 古 人 の 風 格 を も 取 り 入 れ 、詩 を 作 る べ き で あ る 。
こ こ で 梁 啓 超 は “ 新 意 境 ” “ 新 語 句 ” “ 古 人 の 風 格 ” の三点を提起してい 
る。 胡 適 が こ れ ら の 提 起 を 受 け て 思 索 を 深 め て い っ た こ と は 、 両者の主張の 
近 似 性 か ら み て も ほ ぼ 確 実 で あ ろ う 。 や が て 胡 適 は 独 自 の 「詩 界 革 命 」 、
「文 学 革 命 」観 に 行 き 着 く 。 そ れ が こ の 「胡 適 到 任 叔 永 書 」 である。
胡 適 の 「詩 界 革 命 」 も また、 梁 啓 超 と 同 様 に 三 つ の 事 か ら 始 め な け れ ば な
らないと主張している。
第 一 条 の 「須 ら く 言 の 物 有 る べ し 」 と、第 二 条 の 「須 ら く 文法を講求すべ 
し」 は、 後 に 胡 適 が 発 表 す る 「文 学 改 良 芻 譲 」 の 第 一 条 、 第三条と全く同じ 
で あ り 、 こ の 時 す で に 形 づ く ら れ て い た こ と が わ か る 。 そ し て 第 三 条 の 「文 
の 文 字 を 用 う る べ き 時 は 、 故 意 に 之 を 避 く べ か ら ず 」 と い う の は 、 この時期 
に し か あ ら わ れ な い 。 こ れ に つ い て 胡 適 は 、 「逼 上 梁 山 」 の 中 で 、 「文学改 
良 芻 譲 」 の 第 八 条 「俗 字 俗 語 を 避 け ざ れ 」 と 同 一 の 内 容 で あ る と し て い る  
が 、 果 た し て そ う 断 言 で き る の で あ ろ う か 。 そ れ を 明 ら か に す る 為 、 次に
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「文 の 文 字 」 と さ ら に 「詩 の 文 字 」 についてみ て い く 。
3 . 「文 の 文 字 」 と 「詩 の 文 字 」
も と も と こ の 問 題 も 、 先 に ふ れ た 「依 韻 和 叔 永 戯 贈 詩 」 を発 端 と し て い  
る。 こ の 戯 贈 詩 を み た 友 人 の 梅 光 迪 が 、 胡 適 の 「すべか ら く 詩 を 作 る こ と 文  
を 作 る が 如 く す べ し 」 という主 張 に 反 対 し て 、 以 下 の よ う に 主 張 し た 。
足 下 謂 詩 国 革 命 始 於 「作 詩 如 作 文 」 、 迪 頗 不 以 為 然 。 詩 文 截 然 兩 途 、 詩之
文 字 (Poetic diction)與 文 之 文 字 (Prose d ic tion )自有詩文 以 来 (無 論 中 西 ）已
分 道 而 馳 。
あ な た く 胡 適 〉 は、 「詩 国 革 命 」 は、 .「詩 を 作 る に は 、文を作るようでな
け れ ば な ら な い 」 と い う こ と か ら 始 め て い る が 、 私 は 全 く そ う 思 わ な い 。
詩 と 文 に は 、 は っ き り と 2 つ の 道 が あ り 、 詩 の 文 字 く Poetic d ic tion〉 文
の 文 字 くProse diction〉 は、詩 と 文 が で き て 後 く 洋 の 東 西 を 問 わ ず 〉 、 道
を わけて進んできたのだ。
さ ら に 続 け て 、
足 下 為 詩 界 革 命 家 、改 良 「詩 之 文 字 」 (Poetic d ic tion )則 可 。 若 僅 移 「文
之 文 字 」(Prose diction)於 詩 、 即 謂 之 改 良 、 謂 之 革 命 、 則 不 可 也 。 究竟詩
不 免 於 「琢 鏤 粉 飾 」 、 西人称詩為artific ia l、即 此 意 也 。 （r胡適遺稿及秘蔵
書 信 』）
あ な た が 詩 界 の 革 命 家 に な り 、 「詩 の 文 字 」 くPoetic d ic tion〉 を改良す
る こ とはいいと思う0 しかし、 か り に も 「文 の 文 字 」 くProse diction〉 を
詩 に 移 し 、 そ れ を 改 良 と い い 、革 命 と い う な ら 、 そ れ は 許 さ れ な い 。 結局
詩 は 「琢 鏤 粉 飾 」 を 免 れ ず 、 人 が 詩 を a r t i f ic ia lと い ゆ の も こ の 意 味 な の
だ0
つ ま り 、梅 光 辿 は 、 詩 と 散 文 は も と も と 違 っ た も の で あ る 以 上 、 その使う 
文 字 は 当 然 違 う も の で あ る べ き だ と い う 考 え 方 で 、そ の 点 で 胡 適 の い う 「す 
ベ か ら く 詩 を 作 る こ と 文 を 作 る が 如 く す べ し 」 と いう主張は、 到底受け入れ 
る こ と の で き る も の で は な か っ た 。
そ し て 、そ れ を 受 け て 再 び 胡 適 が 反 論 し た の が 、 先 ほ ど ふ れ た 「胡適到任 
叔 永 書 」 であった。
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では、 こ の 文 章 の 第 三 条 「文 の 文 字 を 用 う る べ き 時 は 、 故意に之を避くベ 
か ら ず 」 とは、 ど う い う 意 味 な の か 。 そ れ を 検 証 す る た め に は 、 胡適がどの 
よ う に 「詩 の 文 字 」 、 「文 の 文 字 」 を 理 解 し ていたのかをみなければならな 
い0
胡 適 は 「胡 適 到 任 叔 永 書 」 の 中 で 、 「詩 の 文 字 」 、 「文 の 文 字 」 を評して 
次 の よ う に 主 張 す る 。
即 其 所 論 「詩 之 文 字 」 與 「文 之 文 字 」 之 別 (文 字 謂D iction)、 其 言 亦 不 當 。
即 如 韓 退 之 詩 「昇 堂 坐 階 新 雨 足 。 芭 蕉 葉 大 支 子 肥 」.、 白 香 山 詩 「城云臣按
六 典 書 、 任 土 貢 有 不 貢 無 。 道 州 水 土 所 生 者 、只 有 矮 民 無 矮 奴 」（〜略 〜 ）此
諸 例 皆 千 古 名 作 、試 問 所 用 「文 字 」 是 「詩 之 文 字 」 乎 ？抑 「文 之 文 字 」 乎
「詩 の 文 字 」 と 「文 の 文 字 」 の 区 別 を 論 じ て い る そ の 意 見 は く 文 字 は D ic- 
t io n と い う 〉 、 正 し い と は か ぎ ら な い 。 韓 退 之 の 「堂 に 昇 り 階 に 坐 す れ  
ば 、 新 雨 足 れ り 。 芭 蕉 葉 大 に し て 、 支 子 肥 え た り 。 」 、 白 香 山 の 「城云 
く、 臣 六 典 の 書 を 按 ず る に 、 任 土 有 を 貢 し 、 無 を 貢 せ ず 。 道州の水土生ず 
る所の 者 、只 矮 民 有 り て 、 矮 奴 無 し と 」 く〜略〜〉 こ れ ら の も の は 、 みな 
古 か ら の 名 作 品 で あ る 。 試 み に 問 う が 、 そ の 使 っ て い る 「文 字 」 は、 「詩 
の文字」 なのか、 そ れ と 「文 の 文 字 」 な の か ？）
可 知 「詩 之 文 字 」原 不 異 「文 之 文 字 」 、 正 如 詩 之 文 法 原 不 異 文 之 文 法 也 、 
正如 詩 之 取 材 、原 不 異 文 之 取 材 也 。（r 日記』）
「詩 の 文 字 」 が 「文 の 文 字 」 と 異 な ら な い こ と は 、詩の文法 が も と も と 文  
の 文 法 と 異 な ら ず 、 詩 の 題 材 の 選 び 方 が も と も と 文 の 題 材 の 選 び 方 と 異 な  
ら な い の と 同 じであることを知るべきである。
つ ま り 、 胡 適 は 梅 光 迪 の よ う に 文 字 を 「詩 の 文 字 」 、 「文 の 文 字 」 という 
二 種 類 に 分 け る こ と に 反 対 し 、 両 者 は 、文 字 、文 法 、題材などにおいて何ら 
異 な る も の は な い と 主 張 し て い る の で あ る 。
そ れ で は 、 こ の 時 期 に 主 張 し た 「すべからく詩を作ること文を作るが如く 
す べ し 」 とは、 ど う い う こ と だ っ た の か 。 一 言 で い え ば 、詩と文との垣根を 
と り 除 く と い う こ と で あ ろ う 。 つ まり、 詩 を 作 る の に 際 し 、 その詩で使う文 
字 が 、文 言 で よ く 使 わ れ て い る も の で も 、感情 や 情 景 が う ま く 伝 わ る の で あ  
れ ば 、そ れ は そ れ で よ く 、 わ ざ わ ざ 「琢 鏤 粉 飾 」 した詩に独特な文字を使用
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しなくてもよい、 ということであろう。
この段階で、 胡 適 と 梅 光 迪 の 立 場 の 違 い が は っ き り と み て と れ る 。 以下に
わ か り や す く ま と め て み る と 、
ア .文 字 に つ い て
梅 光 迪 一 文 字 に は 、 「詩 の 文 字 」 と 「文 の 文 字 」 の 二 種 類 が あ る 。 
胡 適 一 文 字 は 文 字 で あ り 、詩 、文 な ど の 区 別 を 強 調 す べ き で は な い 。
イ . 「琢 鏤 粉 飾 」 について
梅 光 迪 一 「琢鏤粉 飾 」 こ そ 必 要不可欠である。
胡適_ 「琢 鏤 粉 飾 」 は 不 必 要 で あ る 。
つ ま り 、梅 光 迪 な ど の 伝 統 的 知 識 人 が 、 詩を特別なも の と し て 受 け と め て  
い た の に 対 し 、胡 適 は 、そ の 詩 を と り あ え ず 文 と 同 列 に お い た 。 そのことに 
よ っ て 、 梁 啓 超 な ど が す で に 提 唱 し て い た 「詩 界 革 命 」 を 自 分 な り に 消 化  
し、 現 状 の 文 学 改 革 'を 推 し 進 め る 鍵 を 手 中 に し つ つ あ っ た の で あ る 。 しか 
し、 こ の 時 の 胡 適 は 、 詩 を 白 話 小 説 、 戯 曲 と 同 列 に 置 く と こ ろ ま で は 進 ん で  
お ら ず 、 そ こ に 到 達 す る に は も う す こ し 時 間 が か か る 。 こ の 時 期 の 経 緯 を 、 
胡 適 は 「逼 上 梁 山 」 で 以 下 の よ う に 説 明 し て る 。
( 一 九 一 六 年）二 月 か ら 三 月 に か け て 、 私 の 思 想 に お い て 一 つ の 根 本 的 な 新
た な 自 覚 が で て き た 。 私 は か つ て 徹 底 的 に こ の よ う に 考 え た 。 中国文学史
は 、 た だ 文 字 形 式 (工 具 ）の 新 陳 代 謝 の 歴 史 で あ り 、 た だ 「活 文 学 」 が随時 
「死 文 学 」 に と っ て か わ る 歴 史 に す ぎ な い 。 文 学 の 生 命 は 、 全くその時代
の 生 き た エ が 、 そ の 時 代 の 情 感 と 思 想 を 表 現 で き る か 否 か に か か っ て い
る。 工 具 が 硬 直 し て し ま え ば 、必 ず 別 の 新 し い 、活 き た そ れ に 替 え な け れ
ばならない。 こ れ が 「文 学 革 命 」 である と 。
こ の 「逼 上 梁 山 」 は 、一 九 三 二 年 十 二 月 三 日 に ア メ リ カ 留 学 時 代 の 思 想 遍  
歴 に つ い て 書 か れ た も の で 、必ずしも 一 九 一 六 年 当 時 の 胡 適 の 状 態 を 正 し く  
書 い て い る と は 限 ら な い 。 この 時 期 に 、 こ れ ほ ど 明 確 に 文 学 史 を 「活 文 学 」
と 「死 文 学 」 の 交 代 の 歴 史 と ま で 明 確 に 考 え て い た の か ど う か は 、 疑問が残 
る。 考 え て い た と し て も 、 も う す こ し 漠 然 と し た も の で あ り 、 これ以後続け 
て 起 こ る 論 争 を 経 て 、 次 第 に 明 確 な も の に な っ た の で は な い か と 考 え る 方 が  
自然であろう。
4 .  「文 学 革 命 」
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これまで、 「死 文 字 」 と 「活 文 字 」 、 「詩 界 革 命 」 、 「文 の 文 字 」 と 「詩 
の 文 字 」 な ど を め ぐ る 若 き 胡 適 の 模 索 の 跡 を 調 べ て き た が 、 以下にこれらの 
最 終 的 な 結 論 「文 学 革 命 」 に ど の よ う に し て 到 達 し た か を み て い く 。
a . 「梅 覲 荘 致 胡 適 書 」（一 九 一 六年三月十九日）
この手 紙 は 、胡 適 の 手 紙 に 対 す る 梅 光 迪 の 返 信 で あ る が 、 胡適の送った手 
紙 の 内 容 は 、 「逼 上 梁 山 」 の 中 で 「一 九 一 六 年 三 月 に 、私は梅覲荘に手紙を 
書 き 、 私 の 新 た な 見 解 を 大 ま か に い い 、 宋 元 の 白 話 文 学 の 重 要 な 価 値 を 提 示  
した」 と あるのみで、 全 文 ま で は わ か ら な い 。 しかし、 この時に宋元の文学 
に 注 目 し て い た の は 確 実 で あ る 。 梅 光 迪 は 、 そ の 手 紙 の 中 で 、
手 紙 の 中 で 宋 元 の 文 学 を 論 じ て あ り 、 大 変 目 が み ひ ら か さ れ ま し た 。 文学
革 命 は 「民 間 文 学 」(Folklore  Popular Poetry,Spoken language,etc)から
始 め る べ き で あ り 、 こ れ は い うまでもありません。（『日記J )
と 書 い て い た と い う 。 こ の 「民 間 文 学 」 と い う の は 、 胡 適 の い う 「白話文 
学 」 と 全 く 同 一 の も の か ど う か は 、 は っ き り し な い が 、 少なくとも梅光迪が 
そ れ ま で 注 目 し て い な か っ た 文 学 の 領 域 に ふ み こ ん だ の は 確 か で あ る 。
b .  「吾 国 歴 史 上 的 文 学 革 命 」（一九一六年 四 月 五 日 ）
梅 光 迪 の 意 見 を う け て 書 い た の が 、 この文章である。
胡 適 は 最 初 に 、 「文 学 革 命 」 は中国では、 以 前 に 何 回 も 行われたことがあ 
ると詩と 文 の 二 つ の 分 野 に 分 け て 述 べ る 。 ま ず 詩 の 分 野 で は 、
三 百 篇 変 而 為 騒 、 一 大 革 命 也 。 又 変 為 五 言 、 七 言 、 古 詩 、 二 大 革 命 也 。 賦
之 変 為 無 韻 之 駢 文 、 三 大 革 命 也 。 古 詩 之 変 為 律 詩 、 四 大 革 命 也 。 詩之変為
詞 、 五大 革 命 也 。 詞 之 変 為 曲 、為 劇 本 、六 大 革 命 也 。
三 百 篇 が 変 わ り 離 騒 に な っ た 。 こ れ が 一 回 目 の 大 革 命 で あ る 。 さらに五
言 、 七 言 、古 詩 に 変 わ っ た 0 くこれが〉 二 回 目 の 大 革 命 で あ る 。 賦が無韻
の 駢 文 に 変 わ っ た 。 くこれが〉 三 回 目 の 大 革 命 で あ る 。 古詩が律詩に変わ
った0 くこれが > 四 回 目 の 革 命 で あ る 。 詞 が 詩 に 変 わ っ た 。 くこれが〉 五
回 目 の 革 命 で あ る 。 詞 が 曲 、 劇 本 に 変 わ っ た 。 くこれが〉六回目の革命で
ある。
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散 文 の 分 野 で は 、
韓 退 之 「文 起 八 代 之 衰 」 、 其 功 在 於 恢 復 散 文 、 講 求 文 法 、一 洗 六朝人駢儷
纖 巧 之 習 。 此 亦 一 革 命 也 。 （r 日記 j  )
韓 退 之 は 「文 は 八 代 の 衰 を 起 こ す 」 とし、 そ の 功 績 は 、 散 文 を 回 復 し 、文
法 を 重 ん じ 、六 朝 人 の 駢 儷 精 巧 の 習 慣 を と り 除 い た こ と に あ る 0 これもま
た 一 つ の 革 命 で あ る 。
こ の よ う に 胡 適 は そ れ ぞ れ の 分 野 で 、 過 去 に 何 度 も 「文 学 革 命 」 が起こっ 
て い る こ と を あ げ 、 自 分 が 提 唱 し て い る 「文 学 革 命 」 もまた疑う余地がない 
こ と を宣言している。
.そ し て 、 自 分 が 提 唱 し て い る 「文 学 革 命 」 を以下の よ う に 説 明 す る 。
總 之 、 文 学 革 命 、 至 元 代 而 登 峯 造 極 。 其 時 、 詞 也 、 曲 也 、 劇 本 也 、 小説
也 、 皆 第 一 流 之 文 学 、 而 皆 以 俚 語 為 之 。 其 時 吾 国 真 可 謂 有 一 種 「活 文 学 」
出 世 。 儻 此 革 命 潮 流 （革 命 潮 流 即 天 演 進 化 之 迹 。 自 其 異 者 言 之 、 謂 之 「革
命 」 。 自 其 循 序 漸 進 之 迹 言 之 、 即 謂 之 「進 化 」 可 也 )不 遭 明 代 八 股 之 劫 、
不 受 明 初 七 子 諸 文 人 復 古 之 劫 、 則 吾 国 之 文 学 必 已 為 俚 語 的 文 学 、 而吾国之
語 言 早 成 為 言 文 一 致 之 語 言 、可 無 疑 也 。 （r 日記j )
結 局 、 文 学 革 命 は 元 代 に 至 っ て 頂 点 に 達 し た 。 そ の 時 の 詞 、 曲、 劇 本 、小
説 は す べ て 、 第 一 流 の 文 学 で あ り 、 す べ て 俚 語 で 書 か れ て あ っ た 。 その
時 、我 が 国 に 本 当 に 「活 文 学 」 が 世 に 出 た と い う こ と が で き る 。 もしこの
革 命 の 潮 く 革 命 の 潮 流 と は 、天 演 進 化 の 軌 跡 の こ と で あ る 。 異なるものか
ら こ れ を 言 え 「革 命 」 と 言 う 。 循 序 漸 進 の 軌 跡 か ら こ れ を 言 え ば 、 「進
化 」 と 言 っ て も よ い 〉 が 、 明 代 の 八 股 の 災 難 、 明初の七子などの文人の復
古 の 災 難 に あ わ な け れ ば 、我 が 国 の 文 学 は 、 きっとすでに俚語の文学にな
っ て い た だ ろ う し 、我 が 国 の 言 語 は と っ く に 文 言 一 致 の 言 語 に な っ て い た
の は 、 疑 い の な い こ と で あ る 。
こ こ で 胡 適 は 、 進 化 の 過 程 で の 最 高 の 「文 学 革 命 」 は、 元 代 で あ る と し 、 
そ の 理 由 は 、 詞 、 戯 曲 な ど の 文 学 が 、 一 流 の も の で あ る か ら で あ り 、 さら 
に、 そ の 一 流 の 文 学 は す べ て 「俚 語 」 で 書 か れ て あ り 、 そ れ ら こ そ が 「活文 
学 」 である と し た 。 そして 最 後 に 、
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惜 乎 五 百 餘 年 来 、 半 死 之 古 文 、 半 死 之 詩 詞 、 復 奪 此 「活 文 学 」 之 席 、 而 
「半死文 学 」遂 苟 延 残 喘 、 以 至 於 今 日 。 （r 日記』）
残 念 な こ と は 、 五 百 年 来 、 半 死 の 古 文 、半 死 の 詩 詞 が 、 こ の 「活 文 学 」 の 
席 を 奪 い 、 「半死文 学 」 が 遂 に 余 命 を 保 ち 、今 日 に 至 っ た こ と で あ る 。
と 胡 適 は 現 状 に 対 す る 不 満 を 語 っ て い る 。
そ れ で は 、 こ こ で あ げ て い る 「活 文 学 」 、 「半 死 文 学 」 とは、 いったいど 
の よ う な 意 味 で 胡 適 が い っ て い る の か を 考 え て み る 。
「俚 語 」 で 書 か れ て あ る 文 学 作 品 を 「活 文 学 」 と い い 、 そ れ 故 に r水滸 
伝 』 、 「西 遊記』 などが、 一 流 の 文 学 作 品 で あ る と す る 。 そ し て 、 「半死文 
学 」 と い う の は 、 本 来 「文 学 革 命 」 で 淘 汰 さ れ る べ き で あ っ た 「死 文 学 」 
が 、 明 代 の 八 股 文 、前 七 子 の 復 古 運 動 の 為 に 、余 命 を な が ら え た も の を 「半 
死 文 学 j とした。
つ ま り 胡 適 は 、 「文 学 革 命 」 を 段 階 的 に と ら え 、 「文 学 革 命 」 の最も新し 
い 段 階 で あ る 「俚 語 」 で 書 か れ た 文 学 作 品 を 着 想 し た の で あ ろ う 。 しかし、 
言 文 一 致 の 音 の 部 分 を 、 ど の 地 方 の 音 に す る な ど の 意 見 は 提 出 し て お ら ず 、 
そ の 問 題 は 結 局 、 ア メ リ カ 留 学 時 代 で は 解 決 さ れ ず に い た 。
C. 「白 話 文言之優劣比較」 （一 九 一 六 年 七 月 六 日 ）
この文章は、 この 年 の 六 月 、 ク レ ー ブ ラ ン ド で 開 か れ た 第 二 回 国 際 関 係 討
論 会 の 為 に 、 イ サ カ に 立 ち 寄 り 、 そ の 間 の 友 人 達 と の 討 論 し た 結 果 を ま と め  
た も で 、 「白話」 の す ぐ れ た 点 を 九 つ の 項 目 に 分 け て 述 べ て い る 。
一 、 今 日 之 文 言 乃 是 一 種 半 死 的 文 字 、 因 不 能 便 人 聴 得 憧 之 故 。
二 、 今 日 之 白 話 是 一 種 活 的 語 言 。
三 、 白話並不鄙俗、俗 儒 乃 謂 之 俗 耳 。
四 、 白話 不 但 不 鄙 俗 、而 且 甚 優 美 適 用 。 凡 言 語 要 以 達 意 為 主 、其不能達意 
者 、 則 為 不 美 (〜 略 〜 ）
五 、 凡文言 之 所 長 、 白話皆有之。 而 白 話 之 所 長 、 則 文 言 未 必 能 及 之 。
六 、 白話並非文言之退化、 乃 是 文 言 之 進 化 。 （〜 略〜）
七 、 白話可産第一流文学。 （〜 略〜）
八 、 白 話 的 文 学 為 中 国 千 年 来 僅 有 之 文 学 （小 説 、戯 曲 、 尤 足 比 世 界 第 一 流  
学 )。 其 非 白 話 的 文 学 、 如 古 文 、 如 八 股 、 如 箚 記 小 説 、 皆 不 足 與 於 第  
一 流 文 学 之 列 。
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九 、 文 言 的 文 字 可 讀 而 聴 不 憧 ：白 話 的 文 字 既 可 讀 、 又 聴 得 僮 。（〜略〜）不 
如 此 者 、非 活 的 言 語 也 、 決 不 能 成 為 吾 国 之 国 語 也 、決 不能産生第一流 
的 文 学 也 。 （r 日記』）
一 、今 日 の 文 言 は 半 死 の 文 字 で あ る 。 な ぜ な ら 、人に聞いて理解させるこ 
と が で き な い か ら で あ る 。 二 、今 日 の 白 話 は 活 き た 言 語 で あ る 。 三 、 白話 
は 卑 俗 で は な い 。 凡 庸 な 学 者 が そ れ を 卑 俗 と い っ て い る に す ぎ な い 。 四 、 
白 話 は 卑 俗 で な い だ け で な く 、 た い へ ん 優 美 で 用 い る の に 適 し て い る 。 お 
よ そ 言 語 は 、 達 意 を 主 と し 、 達 意 で き な い も の は 美 し く な い の で あ る 。 
五 、 お よ そ 文 言 の す ぐ れ て い る 所 は 、 白 話 に は す べ て あ り 、 白話のすぐれ 
て い る 所 は 、文 言 は 必 ず し も こ れ に 及 ば な い 。 六 、 白話は文言の退化では 
な く 、 文 言 の 進 化 し た も の で あ る 。 七 、 白話は、第 一 流 の 文学を生み出す 
こ と ができる。 八 、 白 話 の 文 学 は 、 中国千年来 わ ず か に 存 在 す る 文 学 で あ  
る く 小 説 、 戯 曲 は も っ と も 世 界 の 一 流 文 学 に 比 べ る に 足 る 〉 。 その白話で 
な い 文 学 、 例 え ば 、古 文 、八 股 、 劄 記 小 説 は す べ て 第 一 流 の 文 学 の 列 に 入  
れ る に 足 り な い 。 九 、文 言 の 文 字 は 読 む こ と は で き る が 、 聞いてもわから 
ない。 白 話 の 文 字 は 読 む こ と も で き る し 、 聞 い て も わ か る 0 このようでな 
い も の は 、 活 き た 言 語 で は な く 、 決 し て 我 が 国 の 国 語 に な る こ と は で き  
ず 、 第 一 流 の 文 学 を 生 み 出 す こ と も で き な い 。
こ れら九つの項目は、 内 容 的 に 大 き く 分 け る と 四 つ に な る 。
一 つ 目 は 、 第 一 、 二 、 九 項 で 、文 言 は 聞 き と れ な い が 、 白話は聞きとるこ
とがで き 、 そ れ 故 、文 言 は 「半 死 の 文 字 」 で ある。
二 つ 目 は 、 第 三 、 四項で、 白話は 達 意 で か つ 優 美 で あ る 。
三 つ 目 は 、 第 五 、六 項 で 、 白 話 は 文 形 の 進 化 し た 形 で あ り 、 そ れ 故 、 文言
の 長 所 は す べ て 白 話 に も あ る 。
四 つ 目 は 、 第 七 、八 項 で 、 白 話 に は 一 流 の 文 学 作 品 が あ る が 、文言にはそ 
れ ら が な い 、 ということである。
つ ま り 胡 適 は 、 「白話」 とは、読 ん で わ か り 、 聞 い て わ か り 、 達意かつ優 
美 で 、 第 一 流 の 文 学 作 品 を 生 み 出 す 文 言 の 進 化 し た も の で 、文 言 は 、読んで 
わ か る 以 外 は 、 白 話 の 長 所 と 正 反 対 を な す も の と し た 。
こ の 段 階 で 胡 適 は 、 「白話」 、 「文 言 」 に 独 自 の 定 義 を 与 え 、 「白話」 の 
方 に 軍 配 を あ げ た 。 そ の 最 大 の 理 由 を 「聞 い て わ か る 」 点 に お い た が 、 この 
視 点 は 、 そ の 後 も 「文 学 改 良 芻 譲 」 に 至 る ま で 変 わ っ て い な い0
と こ ろ で 、 こ の 段 階 に お け る 「聞 い て わ か る 」 とは、 これ以前から胡適が
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高 く 評 価 し て い る 元 代 の 戯 曲 や 明 清 の 白 話 小 説 な ど の 「聞 い て わ か る 」 文 
章 。 単 語 を 。現 代 に 復 活 さ せ よ う と い う ほ ど の こ と と し て 言 わ れ て い る 〃 こ 
の 問 題 は 。一 九 二 〇 。 三 〇 年 代 に 新 た に 共 通 語 。 大 衆 語 を 作 る と い う 。 より 
大 き な 問 題 に 発 展 す る こ と に な る が 。そ れ は 後 の 課 題 で あ る 〃 この時点で胡 
適 の い う 「白話」 が 。 そ の 当 時 の 中 国 人 の 話 す 言 葉 と い う 認 識 に ま で 到 達 せ  
ず 。 元 明 清 代 で 現 代 に 適 応 す る 「白話」 と い う あ た り に と ど ま っ て い た の  
は 。 歴 史 の 限 界 と い う べ き で あ ろ う 〃 そ れ 故 。 む ろ ん ま だ 「白話」 の発音 
や 。 語 法 を ど の 地 方 の も の を 採 用 す る の か な ど の 問 題 も 。 むろんまだ提示さ 
れ て い な い 〃
4 つ の テ ー マ に 絞 り 。 アメリ カ 留 学 時 代 に お け る 胡 適 の 文 学 革 命 を め ぐ る  
思 想 の 変 遷 を み て き た 〃 ここ で の 思 索 。 友 人 達 と の 討論を煮詰めた結果とし 
て 「文 学 改 良 芻 議 」 が 出 来 上 が っ た 〃 い わ ば こ の 「文 学 改 良 芻 譲 」 は無名の 
中 国 人 留 学 生 達 の “ 共 同 作 品 ” でもあ っ た 〃 た だ 決 定 打 を撃ったのは胡適で 
あった〃
以 上 。 「文 学 改 良 芻 議 J に 到 達 す る ま で の 胡 適 の 思 索 の 軌 跡 を 整 理 し て み  
た が 。 じ つ は も う 一 つ 調 べ る べ き 課 題 と し て 。 胡 適 の 思 索の栄養素となった 
ヨ ー ロ ッ パ 近 代 国 民 国 家 形 成 と そ れ に 伴 う 言 語 革 命 に 関 す る 彼 の 考 察 が あ  
る〃 そ れ こ そ が 。 如 上 の 思 索 に 不 断 に 胡 適 を 駆 り 立 て た は ず で あ る が 。 より 
大 き な そ の 問 題 は 。 こ の ノ ー ト で は と て も 扱 い き れ な い の で 。 他日を期すこ 
ととする〃
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